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研究成果の概要（和文）：本研究では、局所性条件とその言語間差異に関して研究を行った。言語間差異が観察
されない局所性条件は統語構造に適用される制約によるものであるが、言語間差異が見られる局所性条件は「外
在化過程」で韻律構造に適用される制約によるものであると提案した。統語構造で適用される局所性条件の領域
と移送領域との類似性を指摘し、両者の不透明性は同様に説明されるべきと主張した。そして、言語間差異が存
在する局所性条件の局所領域の韻律構造には言語間差異が存在するが、言語間差異が存在しない局所領域の韻律
構造には言語間差異が存在しないと主張した。

研究成果の概要（英文）：This study investigates locality constraints and their crosslingusitic 
variations among languages.  It claims that there are two types of locality constraints, the one 
whose effect is observed universally and the other whose effect is subject to cross linguistic 
variation.  It is shown that the former type of locality constraint applies at syntactic structure 
while the latter applies at prosodic structure in the externalization process.  This study also 
points out a similarity between locality domains in syntax and transfer domains, arguing that the 
opacity effects of these two domains should be explained in the same manner.   It is also shown that
 while prosodic locality domains are subject to cross linguistic variation with respect to their 
prosodic structures, syntactic locality domains are not.  

研究分野： 英語学
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１．研究開始当初の背景 
（１）人間言語には、すべての言語に共通す
る普遍性が存在する一方で、個々の言語間に
は多様性が見られる。この普遍性と多様性と
いう一見相反するように思える両方の性質
を同時に説明するために提案されたのがパ
ラメータという概念である。パラメータが提
案された当時の言語モデルでは、パラメータ
は言語機能を構成する普遍的原理に付随し
ていた（マクロパラメータ）が、その後パラ
メータを制限しようとする試みがなされ、パ
ラメータを語彙部門、その中でも機能範疇の
素性に限定すべきという考えが提案された
(マイクロパラメーター）。 
（２）生成文法の最新の枠組みである「極小
モデル」では、言語機能の諸特性の「説明理
論」を求め、言語機能の諸特性に関わってい
るのは概念—思考系システムのみであり、感
覚—運動系システムは副次的なものにすぎな
いとした。言語機能の中心的部分であるレキ
シコンから論理形式への計算システムには
言語間変異がなく、概念—思考系システムを
満たすようにデザインされている最も単純
な「帰納的併合」のみから成り立っていると
主張され、パラメータは音韻部門内に限られ
るべきであり、「外在化過程パラメータ」が
提案された。 
２．研究の目的 
（１）それまで提案された具体的な「外在化
過程パラメータ」の考え方は、Berwick and 
Chomsky (2011)の wh疑問文と語順に関する
示唆、Richard (2008)の語順に関する理論な
ど少数に限られている上、移動/内的併合な
どの長距離依存関係に対する「局所性条件」
の言語間差異に関する提案は存在しない。さ
らに、局所性研究の面から見ても、「局所性
条件」の言語間差異は重要な研究課題である。
以前の枠組みでは、「島の条件」(Ross 1967)、
「下接条件」 (Chomsky 1973)、「取り出し
領域条件」 (Huang 1982)、「空範疇原(ECP)」、
「障壁理論」(Chomsky 1986)などの局所性条
件が提案され、その言語間差異に関しても盛
んに議論されていた。極小モデル下でも、局
所性の説明を目指し様々なアプローチが提
案されているが、以前の枠組みで議論されて
いた言語間差異に関しては、極小モデルでは
未だに殆ど手つかずに残っている。そこで、
本研究では、言語間差異が説明できる局所性
理論の構築を目指した。 
（２）本研究では、以下に示す局所性条件の
言語間差異に関する二つの大きな経験的問
題の解決を目指した。(i)「下接条件効果」
と「取り出し領域条件効果」には言語間変異
が存在するが（すなわち、補部要素の「島」
からの取り出しに関しては、言語間変異が存
在するが）、「空範疇原理効果」には言語間
変異が見られないこと。(ii)局所性条件の中
でも、その効果に言語間差異が存在するのは
「wh島の制約」・「主語条件」・「左枝分か
れ条件」などに限られ、「複雑名詞句制約」・

「付加詞条件」などには言語間差異が存在し
ないこと。 
３．研究の方法 
（１）本研究の目的である、局所性条件の言
語間差異に関して極小モデル下でのパラメ
ータを用いた解決策を提示し、理論的・実証
的に妥当なパラメータ理論・局所性理論を提
案するため、まず初めに、以前の枠組みの下
で提案された局所性条件の言語間差異に関
する議論を現在的視点から徹底的に見直し、
パラメータで説明すべき研究課題を抽出す
した。 
（２）局所性条件の言語間差異に関する二つ
の経験的問題の解決を目指した。その際、「下
接条件効果」と「取り出し領域条件効果」に
関しては、統語構造と韻律構造との関係を明
らかにしながら、韻律構造に適用される制約
によるものであるという可能性を追求した。
さらに、言語間差異が存在する局所性条件の
局所領域（wh島や主語などの領域）の韻律構
造には言語間差異が存在するが、言語間差異
が存在しない局所領域（付加詞や複雑名詞句
などの領域）の韻律構造には言語間差異が存
在しないという方向を追求した。韻律構造が
影響していることを証明するために、音声分
析ソフト Praat を用いて実験を行った。最後
に、以上の作業から得られる研究成果を基に
し、局所性条件における言語間差異に関する
「進化的妥当性」を満たすようなパラメータ
理論の構築を目指した。 
４．研究成果 
(１）研究目的の（２）で述べた局所性条件
の言語間差異に関する二つの経験的問題の
解決へ一定の方向性を見いだすことができ
た。経験的問題(i)に関しては、「空範疇原理
効果」は「狭義の統語論」 で統語構造に適用
される制約によるものであるが、「下接条
件効果」及び「取り出し領域効果」は、 「外
在化過程」で、韻律構造に適用される制約
によるものであると提案した。この 考え方
は、「下接条件効果」及び「取り出し領域
条件効果」は顕在的移動にしか見られない
が、「空 範疇効果」は顕在的・潜在的移動両
方に見られるという事実を、自然に導き出せ
る利点 も持つ。まず、「空範疇原理効果」に
関しては、極小モデルでの局所性に関する
様々なアプローチについて再検討した。これ
らのアプローチは、局所性を統一的に扱お
うとする試みであるが、  対象とする現象を
「空範疇原理効果」に絞って考えた場合、
どのようなアプローチを採用すると原理的
な説明が可能かを検討した。その結果、局所
性を示す領域と移送(Transfer)の適用され
る領域を同じく扱うアプローチを提案した。
局所性を示す領域と移送領域とでは、その領
域内からの内的併合(Internal Merge)・移動
(Movement)が許されないが、束縛原理（C) 
(Binding Condition (C))に従う束縛、媒介
変数束縛(variable binding)、長距離一致
(Long-distance AGREE)が許されるという共



通点があることに注目した。局所性を示す領
域は付加詞と同じように扱うという方向性
は以前から提案されているが、それに従い局
所性領域は Pair-Merge により順序対をなし
ていると考えた。そして、移送という操作も、
移送領域が文字通りに狭義の統語論での操
作領域(workspace)から取り除かれるのでは
なく、Pair-Merge により順序対をなすことに
より狭義の統語論での操作から接近不可能
になるとした。これにより、狭義の統語論で
はなく意味部門または音韻部門での現象と
考えられる、束縛原理（C)、媒介変数束縛
(variable binding)、長距離一致に関しては、
局所性領域および移送領域ともに接近可能
であることを統一的に扱うことができるこ
とを示した。 
（２）研究目的の（２）で述べた局所性条件
の言語間差異に関する二つの経験的問題
(ii)については、「下接条件効 果」及び「取
り出し領域効果」は韻律構造に適用される制
約という方向性を見いだすことができた。ま
ず、韻律構造と統語構造との相互関係につい
て、それまで行われた研究の検討から始めた。
そして、韻律構造は、統語構造とは独立して
いるものも、写像によって結び付けられて
いるとする「韻律構造仮説」(Selkirk 1986; 
1995 など)の立場を採用した。特に、Kratzer 
and Selkirk (2007)など提案されている、統
語における PF 移送・LF 移送の単位である 
「位相(phase)」(Chomsky 2004, 2008)が、
韻律構造を決定するのに重要な役割を果た
すという考え方に注目した。何故ならば、
極小モデルでの「位相」は、以前の枠組み
での「循環節点」と類似しており、この循環
節点は下接条件での「境界節点」と同じで
あるからである。さらに、統語構造から韻律
構造 への写像において言語間差異があるこ
とがこれまでも指摘されており(Kratzer and 
Selkirk 2007 など)、 この点で下接条件及び
取り出し領域条件に言語間差異があるとい
う事実を導き出せる可能性が高いと考えら
れたからである。そして、「音調句」、「主要
音韻句」などの韻律句が、これまでの下接条
件における「境界節点」および取り出し領
域条件における「取り出し領域」の役割を果
たし ているとした。「下接条件効果」及 び
「取り出し領域効果」が、音韻部門内での
外在化過程で韻律構造に適用される制約に
よるものであ るという方向が正しければ、
「 wh 島の条件」・「主語条件」などで見ら
れる「下接条件効果」及び「取 り出し領域
効果」に関する言語間差異は、各々の言語の
韻律構造の違いに起因することになる。それ
を音声分析ソフトPraatを用いた検証実験に
より確かめるためた。 
（３）局所性条件の言語間差異を説明するこ
とができる、極小モデル下でのパラメータ
理論の構築を試みた。「進化的妥当性」を
満たすパラ メータ理論構築を目指し、外在
化過程パラメータによる分析を提案した。そ

の際、Berwick and Chomsky (2008)の wh 疑
問文と語順に関する示唆、Richard (2008)の
語順に関する理論など、これまで提案され
た外在化パラメータの考え方について、それ
らの設定に至る過程の議論を、それを支えた
具体的な言語 現象と共に再度詳細に検討し
た。さらに、Baker (2001; 2008) , Roberts 
and Holmberg (2010), Boeckx (2011), 
Gallego (2011)など、極小モデルでのパラメ
ータ理論の定式化に関して議論している論
文も詳細 に検討した。そして、統語構造か
ら韻律構造 への写像において言語間差異は、
外在化過程でのパラメータの考え方に沿っ
たものであることを示した。 
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